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1年
決算型

■設定来の基準価額の推移

■分配実績（1万⼝当たり、税引前）

■基準価額（税引前分配⾦再投資）の騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配⾦を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン（収益）の振れ幅のことを指します。

• 運⽤状況によっては分配⾦が⽀払われない場合があります。

■基準価額の変動要因（概算値）

• 分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして計算しています。
• 基準価額は信託報酬控除後の値です。信託報酬率については上記「信託報酬」欄をご参照ください。

基 準 価 額
純 資 産 総 額

9,768円
669(百万円)
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分配⾦再投資基準価額

基準価額

リスク
(標準偏差)

1ヵ⽉ -1.34% -

3ヵ⽉ -3.54% -

6ヵ⽉ -3.26% -

1年 -2.58% 3.78%

3年 -5.57% 4.30%

設定来 -2.32% 4.18%

騰落率2023年10月

株式 -62円

債券 -37円

代替資産* -2円

キャッシュ等 -20円

信託報酬 -9円

分配⾦ 0円

その他 -3円

基準価額変動 -133円

決算期 1年決算型
第2期(2019年4月15日) 0円
第3期(2020年4月15日) 0円
第4期(2021年4月15日) 0円
第5期(2022年4月15日) 0円
第6期(2023年4月17日) 0円

設定来累計 0円

シュローダーYENターゲット（1年決算型）

• 上記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するもの
ではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。

* 「代替資産」︓商品、不動産、インフラ等を指します。
なお、これらの資産への直接投資は⾏いません。

作成基準⽇︓2023年10⽉31⽇

(円)

設 定 ⽇
信 託 期 間
決 算 ⽇
信 託 報 酬 ファンドの⽇々の純資産総額に対して年率1.133％（税抜1.03％）

無期限
原則、毎年4⽉15⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）

2017年4⽉5⽇

上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。第三者機関
による評価は過去の⼀定の期間の実績を分析したものであり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。モーニングスターアワードの詳細については、最
終ページをご覧ください。

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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分配⾦再投資基準価額

基準価額

■設定来の基準価額の推移

■分配実績（1万⼝当たり、税引前）

■基準価額（税引前分配⾦再投資）の騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配⾦を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン（収益）の振れ幅のことを指します。

• 運⽤状況によっては分配⾦が⽀払われない場合があります。

決算期 年2回決算型
第9期(2021年10月15日) 50円

第10期(2022年4月15日) 0円

第11期(2022年10月17日) 0円

第12期(2023年4月17日) 0円

第13期(2023年10月16日) 0円

設定来累計 660円

■基準価額の変動要因（概算値）

• 上記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するもの
ではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。

* 「代替資産」︓商品、不動産、インフラ等を指します。
なお、これらの資産への直接投資は⾏いません。

基 準 価 額
純 資 産 総 額

9,164円
412(百万円)

リスク
(標準偏差)

1ヵ⽉ -1.36% -

3ヵ⽉ -3.55% -

6ヵ⽉ -3.26% -

1年 -2.58% 3.80%

3年 -5.57% 4.31%

設定来 -2.33% 4.19%

騰落率

• 分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして計算しています。
• 基準価額は信託報酬控除後の値です。信託報酬率については上記「信託報酬」欄をご参照ください。

2023年10月

株式 -58円

債券 -35円

代替資産* -2円

キャッシュ等 -18円

信託報酬 -9円

分配⾦ 0円

その他 -4円

基準価額変動 -126円

年2回
決算型

シュローダーYENターゲット（年2回決算型）
作成基準⽇︓2023年10⽉31⽇

(円)

設 定 ⽇
信 託 期 間
決 算 ⽇
信 託 報 酬

無期限

ファンドの⽇々の純資産総額に対して年率1.133％（税抜1.03％）
原則、毎年4⽉、10⽉の各15⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）

2017年4⽉5⽇

上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。第三者機関
による評価は過去の⼀定の期間の実績を分析したものであり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。モーニングスターアワードの詳細については、最
終ページをご覧ください。

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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■組⼊上位銘柄

■設定来の資産配分⽐率の推移

■設定来の通貨別配分⽐率の推移 ■通貨別配分⽐率

※組⼊⽐率グラフは、四捨五⼊して表⽰しているため、合計が100%にならないことがあります。
※この資料に記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全てマザーファンドの純資産総額に対する⽐率です。
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• 運⽤⽅針や市場動向により⼀時的に100%を超えることがあります。
• 為替予約取引の評価額及び外貨・円評価額を基に算出しています。

銘柄名 資産概要* ⽐率
1 ITALY 0% 30/01/24 欧州圏国債 13.3%

2 ISHARES EURO CORP LARGE CAP ETF グローバル社債 9.9%

3 S&P500 EMINI DEC 23 ⽶国株式 8.8%

4 ISHARES IBOXX INV GRA CORPORATE BOND ETF グローバル社債 7.0%

5 AUSTRALIA 2.5% 21/05/30 その他国債 6.9%

6 SPAIN 4.65% 25/07/30 欧州圏国債 5.3%

7 ITALY 3.75% 01/09/24 欧州圏国債 5.2%

8 ISHARES JPM USD EM BOND UCITS ETF 新興国/アジア（除く⽇本）債券 4.4%

9 FRANCE 0% 29/11/23 欧州圏国債 4.3%

10 SPAIN 2.55% 31/10/32 欧州圏国債 4.1%

作成基準⽇︓2023年10⽉31⽇

*「世界株式」︓MSCI指数、FTSE指数等に連動する株式投信等への投資。
*「その他国債」︓カナダ国債、ニュージーランド国債等への投資。
*「ハイイールド社債」︓⼀部、投資適格未満の格付の国債を含むことがあります。

• 2019年2⽉末基準より、保有する国債の内、満期が1年未満のものについては、「資産配分⽐率」においてキャッシュ等に分類して算出しております。

上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。第三者機関
による評価は過去の⼀定の期間の実績を分析したものであり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。モーニングスターアワードの詳細については、最
終ページをご覧ください。

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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■資産配分⽐率の内訳

※上記の銘柄は、参考として掲載するものであり、個別銘柄の推奨もしくは当該銘柄の株価の上昇⼜は下落を⽰唆することを⽬的とするものではありません。
また、当ファンドが当該銘柄を常に保有していることを⽰すものではなく、当ファンドが今後当該銘柄に対して何らかの投資活動をとるかどうかについて⼀切⾔及
もしくは⽰唆するものではありません。

■ポートフォリオの特性値
ポートフォリオ

利回り 0.4%

デュレーション
銘柄数 36銘柄

3.1年

■⽉次コメント

資産 ⽐率 資産概要 ⽐率
世界株式*1 0.9%
⽶国株式 7.7%
欧州株式 0.7%
⽇本株式 3.2%
新興国/アジア（除く⽇本）株式 2.2%
グローバル社債 18.8%
⽶国国債 -7.5%
欧州圏国債 13.2%
⽇本国債 -

その他国債*2 14.6%
新興国/アジア（除く⽇本）債券 10.4%

ハイイールド社債*3 3.6%
インフレ連動債 -
インフラ -
コモディティ 3.4%
不動産 -

キャッシュ等 28.8% キャッシュ等*5 28.8%

100.0%合計

株式 14.7%

債券*4 53.1%

代替資産 3.4%

作成基準⽇︓2023年10⽉31⽇

• 「利回り」︓保有資産の配当利回りと債券利回り/⾦利をもとに、
加重平均で算出。

• 「デュレーション」︓保有資産のデュレーションをもとに、
加重平均で算出。

• 左記は、先物、オプション等による実質的な資産配分⽐率です。
先物の売り、プットオプションの保有等によりマイナスになることがあります。

*1「世界株式」︓MSCI指数、FTSE指数等に連動する株式投信等への投資。
*2「その他国債」︓カナダ国債、ニュージーランド国債等への投資。
*3「ハイイールド社債」︓⼀部、投資適格未満の格付の国債を含むことがあります。
*4「債券」*5「キャッシュ等」︓保有する国債の内、満期が1年未満のものについて
は、「資産配分⽐率」においてキャッシュ等に分類して算出しております。

上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。最終ページの「本資料に関するご留意事項」を必ずご参照ください。第三者機関
による評価は過去の⼀定の期間の実績を分析したものであり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。モーニングスターアワードの詳細については、最
終ページをご覧ください。

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート

【市況概況】
10⽉、⽶⻑期⾦利の上昇や中東情勢の緊迫化を受けた地政学リスクの⾼まりを背景に、世界株式は下落しました。⽶国では堅調な⽶国経済を背景に、⾦融
引き締めの⻑期化観測が拡がり、⽶国株式は下落しました。欧州では、⾼⾦利が経済成⻑の重しとなっていることなどから、欧州株式は下落しました。投資家
⼼理の悪化を受けて、⽇本株式も下落しました。エマージング株式は、⾦利上昇と中東情勢を背景に下落し、先進国株式をアンダーパフォームしました。債券に
ついては、底堅い⽶国労働市場や継続するインフレ圧⼒を背景に、より⻑期にわたり⾼⾦利が維持されるとの⾒⽅が拡がり、⽶国10年国債利回りは上昇しまし
た。2007年以降初めて、⽶国30年国債利回りが5％を上回りました。欧州では、欧州中央銀⾏(ECB)が11会合ぶりに政策⾦利を据え置き、ドイツ10年国債
利回りは低下しました。社債については、グローバルでは投資適格債券、ハイイールド債券ともに下落しましたが、欧州は⽶国をアウトパフォームしました。コモディ
ティは、⾦が堅調となった⼀⽅で、原油や産業⽤⾦属が下落したことから、下落しました。

【運⽤概況】
当⽉、世界株式は下落し、株式の組⼊れはマイナス要因となりました。その中で、エマージング株式の⼀部のショートポジションの組⼊れなどは、マイナス幅を⼀部
相殺しました。債券については、⽶国10年国債利回りは上昇しましたが、⽉初にショートポジションを組み⼊れていたことから、⽶国債はプラスに寄与しました。ただ
し、豪州国債がマイナス要因となったことから、国債はマイナス要因となったほか、クレジット資産が下落したことから、債券は全体としてマイナス要因となりました。
当⽉、株式については、⽉中に⽶国株式の組⼊⽐率を引き上げましたが、その後、⾒込んでいた⾦利ボラティリティの安定化が進まず、株式は短期的に変動性
が⾼まると判断し、⽶国株式の組⼊⽐率を引き下げました。債券については、⾦利がより⻑期にわたり⾼⽌まりするとの⾒⽅が強まっていることや、⽶⻑期⾦利の
ボラティリティの⾼まりを背景に、⽉初に⽶国10年国債の組⼊⽐率を引き下げました。また、ハイイールド社債について、バリュエーションが魅⼒的であると判断する
ほか、景気後退が後ずれする中、企業や家計のバランスシートの底堅さが継続していることが⽀援材料と判断し、ハイイールド社債の組⼊⽐率を引き上げました。
代替資産については、利益確定でコモディティを⼀部売却しました。

【今後の⾒通し】
⽶国の労働市場は底堅さを維持する中で、インフレ圧⼒は引き続き緩和しつつあります。これらを背景に、政策⾦利の上昇余地は限定的ですが、⾦融緩和への
転換は急がれない状況となっています。労働市場のさらなる緩和がみられるまでは、ハードランディングに備えたポジションを取るにも時期尚早と考えます。
ポートフォリオでは、キャッシュ対⽐で利回りがより魅⼒的な欧州投資適格債券の保有を維持しているほか、逆イールドの⽔準を考慮し、⽶国⻑期国債については
ショートのエクスポージャーを取っています。株式については、⽇本と欧州の⾦融政策の相違を考慮し、⽇本株式ロング/ドイツ株式ショートのポジションを引き続き
保有しています。また、欧州経済の減速を背景に、⼈⺠元に対してユーロをアンダーウェイトとするポジションを取っています。中国国内の経済は低迷していますが、
輸出の回復の兆候が⾒られているほか、短期的には、過度に悲観的な⾒⽅が取られていると考えます。また、コモディティについては、⼀部利益確定で売却しまし
たが、インフレリスクや地政学リスクに対して、ヘッジの役割が期待されることから、保有を維持しています。
全般的には、⾦利ボラティリティや、各国経済状況の相違、アジア輸出の改善の可能性に注⽬しています。ポートフォリオでは、引き続き⾦利の影響や中央銀⾏
の⾦融政策の動向に注視しつつ、機動的な資産配分を⾏う⽅針です。
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シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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販売⽤資料（⽉次改

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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販売⽤資料（⽉次改

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、
ご⾃⾝でご判断ください。

（年2回決算型）

（1年決算型）

（1年決算型）

（年2回決算型）

（1年決算型）

（年2回決算型）

（1年決算型）

（年2回決算型）

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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※お申込みの際は、投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご確認ください。

（1年決算型）

（年2回決算型）

（年2回決算型）

（1年決算型）

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート
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本資料に関するご留意事項
■本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関する商品説明資料であり、法令に基づく開
⽰書類ではありません。■投資信託は、⾦融機関の預貯⾦と異なり、元⾦および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預⾦または保険契約では
なく、預⾦保険および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀⾏等登録⾦融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基⾦の⽀
払対象ではありません。■本資料に⽰されている運⽤実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。投資資産
および投資によりもたらされる収益の価値は上⽅にも下⽅にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動により投
資価値が変動します。■本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性
について、これを保証するものではありません。■本資料中に記載されたシュローダーの⾒解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所⾒や展望を⽰すも
のであり、将来の動向や予測の実現を保証するものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。■本資料中に個別
銘柄についての⾔及がある場合は例⽰を⽬的とするものであり、当該個別銘柄等の購⼊、売却などいかなる投資推奨を⽬的とするものではありません。また当該銘柄
の株価の上昇または下落等を⽰唆するものでもありません。■本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あるいは使⽤
することが禁じられている場合があります。第三者機関提供データはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者あるいは提供者
はいかなる責任を負うものではありません。■お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝で
ご判断ください。

■ファンドの関係法⼈
委託会社︓シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 [設定・運⽤等]

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第90号
加⼊協会／⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

受託会社︓三井住友信託銀⾏株式会社 ［信託財産の管理等］

販売会社︓販売会社については、下記ご参照（五⼗⾳順）。 ［募集の取扱い等］

シュローダー
YENターゲット（1年決算型）
YENターゲット（年2回決算型）

マンスリーレポート

Morningstar Award “Fund of the Year 2021”および“Fund of the Year 2020”および“Fund of the Year 2019”は過去の情報に基づくものであり、将来のパフォーマンスを
保証するものではありません。また、モーニングスター株式会社＊（現︓ウエルスアドバイザー株式会社）が信頼できると判断したデータにより評価しましたが、その正確性、完全
性等について保証するものではありません。著作権等の知的所有権その他⼀切の権利はモーニングスター株式会社＊（現︓ウエルスアドバイザー株式会社）並びに
Morningstar,Inc.に帰属し、許可なく複製、転載、引⽤することを禁じます。当賞は、国内追加型株式投資信託を選考対象として独⾃の定量分析、定性分析に基づき、各
部⾨において総合的に優秀であるとモーニングスター＊（現︓ウエルスアドバイザー株式会社）が判断したものです。バランス（安定）型部⾨は、2019年12⽉末において当
該部⾨に属するファンド265本の中から、安定資産（債券・バランス安定）型部⾨は、2020年12⽉末において当該部⾨に属するファンド1,662本の中から、バランス型部⾨
は、2021年12⽉末において当該部⾨に属するファンド1,017本の中から、選考されました。
＊モーニングスター株式会社は2023年3⽉30⽇付で、SBIグローバルアセットマネジメント株式会社に社名を変更いたしました。現在、投資情報サービスおよび投信評価事業
は同社の⼦会社であるウエルスアドバイザー株式会社で⾏っております。

1
年
決
算
型

年
2
回
決
算
型

登録番号 ⽇本証券業協会
⼀般社団法⼈
⽇本投資
顧問業協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物
取引業協会

⼀般社団法⼈
第⼆種⾦融商品
取引業協会

○ ○ 池⽥泉州TT証券株式会社 ⾦融商品取引業者 近畿財務局⻑（⾦商）第370号 ○

○ auカブコム証券株式会社
※右の他に⼀般社団法⼈⽇本STO協会にも加⼊

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第61号 ○ ○ ○ ○

○ ○ 株式会社SBI証券 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第44号 ○ ○ ○

○ ○ 岡三にいがた証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第169号 ○

○ ○ 株式会社SBI新⽣銀⾏(委託⾦融商品取引
業者 マネックス証券株式会社) 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第10号 ○ ○

○ ○ 株式会社千葉銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第39号 ○ ○

○ 内藤証券株式会社 ⾦融商品取引業者 近畿財務局⻑（⾦商）第24号 ○ ○

○ ○ フィデリティ証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第152号 ○ ○

○ ○ 松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第164号 ○ ○

○ ○ マネックス証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第165号 ○ ○ ○ ○

○ ○ 株式会社三菱UFJ銀⾏(インターネット専⽤) 登録⾦融機関 関東財務局⻑（登⾦）第5号 ○ ○ ○

○ ○ 楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第195号 ○ ○ ○ ○

○ ○ ワイエム証券株式会社 ⾦融商品取引業者 中国財務局⻑（⾦商）第8号 ○

⾦融商品取引業者等の名称

取扱いファンドおよび加⼊している⾦融商品取引業協会について○で記しております。
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